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はじめに 
 
 独立行政法人国立特別支援教育総合研究所は、特別支援教育のナショナルセンターと

しての役割を踏まえ、国の政策的課題や教育現場の課題に対応した研究を実施していま

す。その研究成果を教育行政や学校での教育実践において活用していただくため、各種

研修や情報普及等の様々な事業を通じて幅広く周知するよう努めているところです。 

 
平成 25 年度の研究については、平成 24 年度からの継続課題が専門研究 A（特定の

障害種別によらない総合的課題、障害種別共通の課題に対応した研究）は２課題、専門

研究 B（障害種別専門分野の課題に対応した研究）は５課題、また、平成 25 年度から

の新規課題が専門研究 A は１課題、専門研究 B は２課題で、継続課題を含めると、計

10 課題の研究を行いました。さらに、共同研究や外部資金による研究等を実施しまし

た。 

本研究所の研究については、毎年１月末に開催する研究所セミナーにおいて、分科会

を設け、研究成果の普及に努めております。また、終了した研究課題については、研究

成果報告書を作成してきたところであり、各研究課題の詳細については、本研究所の

Web サイトに掲載しておりますので、是非ご覧いただきたいと存じます。 
さらに、研究成果をより多くの方々にご覧いただくために、それを簡潔にまとめた「研

究成果サマリー集」を併せて作成し、各関係機関に配布しているところです。 
本サマリー集は、終了した全研究課題の普及を目的としたものであり、本年度は更に

わかりやすくするため、研究課題毎に概要等を１ページにまとめた概略図を掲載しまし

た。 
最後に、本サマリー集のみならず、本研究所の研究活動や特別支援教育に関する情報

普及等について、皆様方の忌憚のないご批正、ご助言を賜れば幸甚に存じます。 
 
 
 

             平成２６年８月 
独立行政法人国立特別支援教育総合研究所 

理事長 宍戸 和成 
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推進班（教育課程チーム） 専門研究A 

特別支援学校及び特別支援学級における教育課程の編成と実施に関する研究 

＜目的＞ 

◎特別支援学校における教育課程編成及び実施の特色ある取組の実際を明らかにする。 

◎特別支援学級における「特別な教育課程編成」の現状と課題を明らかにする。 

特別支援学校 特別支援学級 

まとめ 

〇特別支援学級担当者が適切に「特別な教育課程」を編成していくためには、特別支援学校の教育課程の

評価を参考にすることが重要 

〇特別支援学級担当者の専門性の確保・向上に向けて、特別支援学校での実践を参考にし、自立活動の

指導の具体的な提案や障害種に応じた手引きや研修会の内容の検討が必要 

現状： 

○約半数の委員会が、特別支援学級の「教育課程編成

の手引き」を作成 

○多くの自治体が、特別支援学級の教育課程編成に関

する研修会を実施 

○「教育課程編成の手引き」等を参考にして、児童生

徒の実態に基づいた指導目標や指導内容を設定 

○短い特別支援学級担任の経験年数 

課題： 

〇特別支援学級担当者の専門性の確保・向上・維持 

〇在籍児童生徒の実態に応じた教育課程編成 

〇重点化・焦点化した教育課程編成の困難性 

〇自立活動の指導目標・内容設定・実施の困難性 

≪悉皆調査で示された５課題≫ 

①類型やコース制 
②複数障害種に対応する教育課程編成 
③高等部における職業教育 
④交流及び共同学習の位置づけ 
⑤自立活動と他領域及び各教科の関連 

 
≪実地調査－特別支援学校９校≫ 

◆教育課程編成手順 

◆５課題に関する実践上の工夫 

≪３調査実施≫                

①都道府県・指定都市教育委員会質問紙調査    

②特別支援学級担当者（３県小・中学校）質問紙調査

③特別支援学級（研究協力機関４校）実地調査 

課題：  

○個別の指導計画の活用、自立活動の

指導と教員の専門性の共有に向けた

校内体制の整備がさらに重要 

現状：  

○児童生徒の実態の多様性に応じた指導

を展開 

研究  －1－



（ ２５ Ａ １）専門研究Ａ 特別支援学校及び特別支援学級における教育課程の編成と実施に関する研究  

（ 成２４ ２５ ） 

2

研究成果報告書サマリー（Ｈ２５-Ａ-０１） 

［専門研究 A］ 

特別支援学校及び特別支援学級における教育課程の 

編成と実施に関する研究 

（平成２４年度～２５年度） 

 
研究 者    

 

 

成 22 23 実施した専門研究 A（重 進研究） 特別支援学校における

学習指導要 に た教育課程編成の在り方に関する実 研究 1,000 校

ある ての特別支援学校への に り 学習指導要 への に けた

の 教育課程編成の 体 な実施 を把握した

こ 研究 の 果も の 期を 実施の 期に

た特別支援学校の 学習指導要 に 教育課程編成の特 ある を し 学

校 に に して 研究の に り の と課 を らかにした

て たに 特別支援学校の学習指導要 を にして編成することとな て

る小・中学校の特別支援学級における 特別の教育課程 の編成と実施に関する と

課 を 障害 別も しながら 教育 などへの

などから らかにした

 

ー ー   

学習指導要 教育課程 特別支援学校 

 

 

 

 

 成２６ ８  

立 立特別支援教育 研究  

National Institute of Special Needs Education

－2－
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・目  

成 22 23 専門研究 A 特別支援学校における 学習指導要 に た教育

課程の在り方に関する実 研究 れた５課 数障害 に対 する特別

支援学校における教育課程編成 教育課程の る 高等 にお

ける 業教育 及び共 学習の教育課程 の け 自 活 と 及び

教科の教育課程編成上の関 ある 研究 れらを 特別支援学校にお

ける 学習指導要 の の 児児童生徒 の に対 した教育課程編成の在

り方に て検討することを目 とした た 特別支援学校の学習指導要 を に

して編成することも る小・中学校の特別支援学級における 特別の教育課程 の編

成に て 教育 への 及び研究 関（特別支援学級）への

特別支援学級 教 との に り 特別支援学級 の教育課程編成に関する

と課 を把握した

報 書 成 24 から２か 学習指導要 に 特別支援学校及び特

別支援学級における教育課程の編成と実施の を に したもの ある

 

 

（ ） 特別支援学校における教育課程 

研究 の 研究 研究 関（９校）への実 及び研究

の （ 研究 の ）に る情報 及び課 を た  
 

（ ） 特別支援学級における教育課程 

の小・中学校の特別支援学級における 特別の教育課程 の編成と実施に関する

（ 対 ・指 教育 ） 成 24 実施の 果 及び

小・中学校の特別支援学級における 特別の教育課程 の編成と実施に関する

（ 対 ・ ・ の 特別支援学級 校） 成 25 実施の

果 及び びに小・中学校の特別支援学級（４学級）を対 とした実

及び に る課 を た

（３） 研究協 会の 及び研究協力者の  

 研究 を ２ ４ し を た  

 研究 に 教育課程編成及び実施の と課 に関する を た  

 

と考  

（ ） 特別支援学校における教育課程編成及び実施に関する５課題 

 教育課程の や ー  

を けて る研究 関（特別支援学校）８校の れ れ

－3－
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の学校の に じた課 が られた れの学校にお ても共通する

の の を て理 し の 用上の課 を にすること

と る して を ける に られること 児童生徒の特

進 等に じて な を こと 指導の目 と が に かり す こ

と（ガイ ン ） 学校教育目 の達成に けて 学校としての （指導の

方 が じ あること） （指導の が あること） ある  

 数 に 応する特別支援学校における教育課程編成 

数障害 （ と肢体不自由） 障害の あるが 教育課程編成に て

な な と 自 活 と体育 に指導教科 の 数

とし 教育課程上 も整 をと て た た 試 別の指導 校 研究

に る と り がな れて た  

数障害 （ 障害と肢体不自由） 門の教育課程の を にしなが

ら OJT 研究授業を通して ・肢 の 活用を 進することに り 学習指

導の充実を て た た 授業の ・実施・ ・ （PDCA）の セ に

お て 肢体不自由 障害の 門の教 が をして れ れの を活用しな

がら学習指導を ・充実した 研究を て た

３  等 における 教育 

教育課程の の 作業学習の 編成など ル の指導を検

討 すること り 生徒の実態に対 した 業教育がな れると られる

校の から 作業学習の 編成 指導 の指導 学校 教科の

の目 指導 等を検討し た整理・ 化すること り 業教育を

充実 て こ として ることが かが た

 た 業教育の を り実 なものにすると 業と し

実習の 果を検討すること等に り 作業学習等の指導 として が必要かを検討す

ること 業からの を に するなど れる と した を

進 ることも重要 あると られた

４  及び 学 の教育課程 の づけ 

学校 を 校の教育課程 教育活 としての指導の 態との関 を

して 自校の教育課程を けたり 教育活 としての指導の 態を たりし

て た

 及び共 学習 の との を活 化 るた に 特別支援学校のセ

ンタ 特別支援教育 デ タ の役割を 活用して 特別支援学校の

教育活 に て を ることなど るとこ から学校 の との

を たり の中 れる活 に したりすることが ある して

及び共 学習を活 化 る方 を学校 として にすることが重要 ある

－4－
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５  自立活動と 及び 教 の教育課程編成上の関  

学 た 自 活 主 が指導 を作成し が 小・中・高

の に に られる にして る 特に 別の指導 にお て 作成 に

目 の を し を に して る た 自 活 と 教科等

との関 教育課程編成上整理 れて るが 実施に た て 教 の共通

理 が課 ある  

実施授業 に 指導 情報共有を りながら 通 の に

自 活 と の たり を にして を らかにしな

がら り な を たりする に て る  

別の指導 との関 障害に対 した専門 指導の ・ 学習

指導要 に れた 目との関 をどの に て るかと に関する課

がある

（ ） 特別支援学級における教育課程編成及び実施の現状と課題 

 都道府県教育委員会調査（ 成 年 ） 

対  47 教育 特別支援教育 及び  20 指
教育 特別支援教育 の方 研究 に れたアン

シ WEB CAS formulator を用 て実施した 期 2012 
８ 1 から 2012 ８ 31 

教育 等を作成したり 研 を したりして特別支援学級にお

ける指導の充実 教育課程の編成に けた が れて た 方 特別支援学級の

教育課程編成に関する課 として 専門 の ・ 上・ に関すること 障害の程

学 等が なる児童生徒が在籍して る特別支援学級の教育課程編成の在

り方 障害の程 が なる児童生徒が 学 に在籍して る の教育課程の編成の

在り方 特別支援学級に在籍する児童生徒における 及び共 学習の教育課程上の

け等を る教育 が か た

課 として 特別支援学級 の と専門 の 特別支援学級 校における

理 の シ と 教 の特別支援教育への理 とかか り 障害の程

学 が なり な特別な教育 の児童生徒が の学級に在籍する の教

育課程編成の 方等が られた

 小・中学校の特別支援学級における「特別の教育課程」の編成と実施に関する

ー 調査 

目 における小・中学校の特別支援学級を対 に

特別の教育課程 の編成と実施の と課 を らかにすること ある 対

の特別支援学級が れて る ての小・中学校 あ

る 方 ・期 の教育 に対して 成 25 １ 18 に 用

－5－
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を し に 小・中学校へ 用 の を し にて 成 25 ２

28 に してもら た  

特別支援学級における教育課程の ・方 に ての課 として れの

の小・中学校 も 自 活 をどの に てたら のか からな ど

こに視 重 を て編成したら かが からな が られた  

特別支援学級における教育課程の編成・実施 の課 として れの の小・

中学校 も 教育課程編成の 校 特別支援学級の教 の教 との が

な の要 に どの に対 して教育課程を編成したら か

からな が た 特に課 となること な の が か た なお

れの も 障害特別支援学級と自閉症・情緒障害特別支援学級が の学級数

体の ９割を て た  

３  特別支援学級 問調査 

４ （ ）における小学校特別支援学級に対する

を実施した 校 の特別支援教育の 進の 特別支援学級

の 要（在籍児童数 児童の実態 及び共 学習 業 の進 等） 特別支援

学級の教育課程編成の 特別支援学級の教育課程編成の ・方 に関する課

と 特別支援学級の教育課程編成に関する学校 の課 と対 あ

た 特に 特別支援学級における教育課程編成及び実施の と課 在籍児童

の実態が あることに る教育課程編成の し 児童の実態把握 指導 の

が あるのか不 在籍児童 に る授業 の の し が れた

これに対し 教科 と自 活 の関 れ れの指導の ら を 化

し 指導 の重 化・ を る に 及び共 学習 の

と活 に て 整を 等の実 があ た  

学校 の課 と 校 の特別支援学級（在籍児童）に対する

理 発 特別支援学級の教育課程に て する がな ことが れた これ

に対し 特別支援学級の教 の に する 授業 学習発 を通し

て在籍児童への理 を てもら 校の特別支援学級 と したり

特別支援学級 に したりする に 及び共 学習 の

と活 に て 整を の実 がな れて た  

 

考  

特別支援学校における教育課程編成及び実施に関する５課 に て 教育課

程の る 児童生徒の実態 進 の 化に対 して る

があるが る教育課程と の教育課程の にある児童生徒（学 の

教育課程の を な の教科の 学 対 の教育 を 用する 学

学 の教育 を 用するなど）に て 学 別の指導 の

－6－



（ ２５ Ａ １）専門研究Ａ 特別支援学校及び特別支援学級における教育課程の編成と実施に関する研究  

（ 成２４ ２５ ） 

7

作成など なる検討を要する 数障害に対 する特別支援学校の教育課程編成

を けることに り 数障害に対 した指導体 指導 態

指導 指導方 に て 実 を通した検討を ることに り 共通 自

が らかにな て て るが 特に 自 活 の指導に て 教 の専門 の共

有を るた に校 研 体 を に充実する必要がある 高等 における 業教育

学校 に て高等 における在籍生徒の 化が れた 特別支援学校の

学習指導要 にお て 学校 業 の ・自 を目指した教育を ことが

られて ると 生徒の実態把握のた のアセ ン 学校 業 の

の把握（ 支援）など 校 体 整 に て なる検討が必要 ある

及び共 学習 学校 を 指導 に 及び共 学習を けた

実 がな れ 校との など の目 学習 の 活 の

に て る があ た 及び共 学習 のインクル シブ教育シ

と にも にも び の 教育活 の あると ら

れる このた に 校の実 の が重要となる 自 活 この

に充てる授業 数に て 学習指導要 に れておら 障害の 態などに

教育 に じて れて る た 教科等の指導にあた て 教

育 に じた 別の指導 を作成することが けられて る このた

自 活 の 別の指導 の作成・ に て検討が に重要になる

と られる  

特別支援学級における教育課程編成及び実施に て 教育

等を作成（ 指 ともに 50%）したり 研 を （ 98%
指 100%）したりして特別支援学級における指導の充実 教育課程の編成に け

た を て る しかし 学級 の専門 の ・ 上・ 障害の程 学

等が なる児童生徒を対 とする特別支援学級の教育課程編成の在り方 自閉症・情

緒障害特別支援学級に在籍する な遅れのな 児童生徒を対 とする教育課程編成

の在り方 特別支援学級に在籍する児童生徒における 及び共 学習の教育課程上の

けが課 として られた このことから の児童生徒に対する指導 支援

学校 体の課 ととら 課 に けた実 を の のもとに する必要

がある 特に 専門 をど するかが な課 としてお ることが重要 ある  

成 の活  

・ の の に て 特 教育学 51 （ 学）（９

）にお て タ 発 （１）（２ を た  

・ 特別支援教育 研究 セ ２ 科 （ 成 26 １ 31 ）にて 成

果の報 との を た  

・ 報 書 Web イ ある  
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研究  
教 書 教  

教 書 成  
 

研究  
 

教 書 果  
教 書 リ  

リ 教 書 成 成
行  

平成23年度 成 教 書

教育 果 教 書
行 行  

 
教 書  

教 書  
 

課題 
題 

教 研  

研究成果  
教 書 教 書 

 成 報  
教 書 教 書 成  

 報  
国 ICT教育 報  

•
ー

ーサ
  

 

• ー ー ー 行
度

  

•
報

法
 

 

 

•支援  
• ー    

教 書  教 書  

平成24年度  
5年 国 書 
5年 成  

平成25年度  
5年 書  
5年 書  

EPUB3（ 書 ーマ ）
成

iPad iBooks Google Readium（ 書
リー ー）

教 書
 

1）教 書（ ） ( 報) 
書  

報 
2) 教 書 （ ） 

ー ー ー 
OS     ー  

研究  
 

教

書

 

 

研究代表者：金森克浩8－8－



（ ２５ Ａ ２）専門研究Ａ デジタル教科書・教材の試作を通じたガイドラインの検証－アクセシブルなデジタル

教科書の作成を目指して－ （ 成２４ ２５ ）  
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研究成果報告書サマリー（Ｈ２５-Ａ-０２） 

［専門研究Ａ］ 

教 書 教 の の  

- 教 書の 成  - 

（平成２４年度～２５年度） 

 
研究 者   

 

 

研究 中期特 研究に けられ 成 23 に作成したデジタル教科書

ガイドラインに て な障害のある子どもた にと て す 教育

効果のあるデジタル教科書の デルの試作及び を こと ガイドラインの有

効 の検証と の を ことを目 に実施した 学習 用のデジタル教科書

と けのシン ルなデ イン ある方が りアクセ し す か

学び す 態 あると が られた のた に の教科書の 作に

てもデジタル教科書の 作を して作ることに り 作成の を アクセ

シブルなものとなるの な かと られた た デ タの り を て

作 に関する整 が課 とな た （  研究 デジタル教科書に教材の

も れることから課 を デジタル教科書・教材 としたが 中 デジタ

ル教科書 と して る た デジタル教科書の デル と 教科書のデジタル

デ タを に などの 材を活用した教材 あり デジタル教科書ガイド

ラインの検証を た の デル ある ） 

 

ー ー  

 デジタル教科書・教材 アクセシブル ガイドライン ン ン  
 
 

 成２６ ８  

立 立特別支援教育 研究  

National Institute of Special Needs Education 
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（ ２５ Ａ ２）専門研究Ａ デジタル教科書・教材の試作を通じたガイドラインの検証－アクセシブルなデジタル

教科書の作成を目指して－ （ 成２４ ２５ ）  

 
 

・目  

成 23 ４ に れた 教育の情報化 ジ ン にお て デジタル教科書・

教材に て られて る この か 障害のある児童生徒への活用を進 るた

支援 等の活用 の児童生徒の の特 を た I の活用 デジタル教

科書・教材等に必要な の に ても られて る た に 研究

の I 研究の役割が れており 研究 の の に するもの あ

る た 成 2 ８ に 科学 り れた 障害のある児童生徒の教材の

充実に関する検討  報 にお て の特別支援教育の シ ルセンタ あ

る 特別支援教育 研究 にお て 障害のある児童生徒のた の教材 支援

の研究・ 及に関するセンタ の役割を果たすものとして 教材等のアクセシ

に関する 研究 等を とした障害のある児童生徒のた の教材

の の に けた研究等を実施すること 障害の 態 特 を た効

果 な支援 の ・ 整方 活用に て 研究を実施すること と ら

れており 研究を  

こ 成 23 に作成したデジタル教科書作成ガイドライン（試 ）に

て な障害のある子どもた にと て す 教育効果のあるデジタル

教科書の デルを試作し この 程 校 の の を実施し 研

究 との を通じて検証を実施する 学校 の 実 に障害のあ

る児童生徒を指導する教 にデジタル教科書の デルを試用してもら こと 有効

を する これらの検証の 果をガイドラインの に ることを目 と

した  

 

 

研究 研究の中心 ン として な を た と研究 の中

心 ン に る 研究 進 を 成し 発に関する検討を の研

究 研究 との検討 の研究 校と デルの作成 の検

討 及び作成した デルに ての検証を た  

た デジタル教科書のデ タに て 関 する教科書 からデ タの 及

び検討 等 の を けた た 研究の 程にお て 関 する

e 等の れて るデジタル教科書 の の

の 進 な に関する の特別支援学校 小学校等に しての

り と研究 研究 との研究 関 する学 セ

等への と情報 研究 の の検討 デジタル

教科書 デルの試作（ 理科 算数） などを た  

 

 

－10－



（ ２５ Ａ ２）専門研究Ａ デジタル教科書・教材の試作を通じたガイドラインの検証－アクセシブルなデジタル

教科書の作成を目指して－ （ 成２４ ２５ ）  

 
 

と考  

（ ） 教 の 作に いて 

① 教 の 化 

アクセシ を したデジタル教科書作成ガイドラインの と り教育

効果のあるデジタル教科書と かを するた に デジタル教科書の デルの

と試作を デルの 教科書を主たる教材として けて るもの

か 教科書を る な要 かを検討することに りデジタル教科書

の デル化を試 た  

教科書にお て 教科書を る な要 を 理 な に て 成 れ

た の を 実体を （ ン ）（ １）とし 教科書を る

な要 と する た この ン を 用 に するた に

生及び実 するた の として この れ のことを ン （ ２）と す

る  

して れらに て 検討し デル化を た  

 

 （紙の）教 の の  

 

 教 の の  

 

－11－



（ ２５ Ａ ２）専門研究Ａ デジタル教科書・教材の試作を通じたガイドラインの検証－アクセシブルなデジタル

教科書の作成を目指して－ （ 成２４ ２５ ）  

2 
 

② 教 の作成 ーと実  

デジタル教科書の作成に関して 業 効 の関 から る け 化した

にす と る のデジタル教科書の 用 を ると ン

の 用 及び も 用 る の整 が不 となる デジタル

に る ン ル を実 することに り 高 なデジタ

ル教科書を な 用 用することが る これらを実 するた の と

して E （ ）を な として 用して ことが

と られる た E がデジタル教科書の ラ として

目 れて る  

 

③ 作成した 教 に いて 

小学校の 理科 算数 の特 の を し ガイドライン 検証する

た の 教科の課 に て整理して た 教科にお て中心 に検証した

となる た 実 に作成した教科書の デル ガイドラインのす ての

を実 することが 在の し もあり れた課 として整理を

た  

に関する  

理科 イラ に て 
算数 数 と を中心に 覚 作 理 することの支援 

及び ラ に関する  
 
（ ） 教 の と  

① 研究協力校 の 調査及び研究協 会 た  

教科の指導 にした に て 障害 と り 教科に て ら が

なるた れに じて イン が られて た  
た デジタル教科書に て 用に関する課 と し

重なる が か た 目として 上 の の 体

の 等の などの の の の ル り

書 の などが が て たが 研究 試作に関する 目として た

と じ あ た   
しかし これらの 目に関して も の な に て け

られることが必要 との が ・ の 教 に る 作の

が られて る  
らに 数の障害 から必要と れて る 障害特有の課 に じた が

らかになり 特に発達障害 障害と ラ する が ことも か た

た シン ルな 成 が重要 あること ての障害 に共通した あ た  
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（ ２５ Ａ ２）専門研究Ａ デジタル教科書・教材の試作を通じたガイドラインの検証－アクセシブルなデジタル

教科書の作成を目指して－ （ 成２４ ２５ ）  

3 
 

② 研究協 会や研究推進会 における研究協力者 の  

の な の が られた 

 ガイドラインに て し  

 の へ る と ル の ・ を り る

し が に を 上 る を すること  

 ガイドラインの な に て 

 にお て教科書発 が実 な 小 の を り こから

し 実 な を して ブラ シ ア すると 方 が 実

ある の 障害 別 教科 との共通 目を り れを実 な 小

の とする が と るかもしれな  

 ガイドラインの けと 化に て 

 教科書発 が実 にデジタル教科書の作成を に このガイドラインの

を り れることを に て作成するの あれば あらかじ アクセシ

の が るの １ の作成作業 するが もしも のことが

れな とすれば 作成したデジタル教科書を て すことが必要となり

と が にな てし  

 ガイドラインの有効な活用方 に て 

 このガイドラインを教科書発 に理 してもら 障害のある児童生徒に必要

な を り もら た に シン ルな ク の にな て

た方が理 れ す  

 デジタル教科書の に て 

 も もデジタル教科書と どの な あるのか ある どの な

活用 れるかに ての 方を整理してお ことが必要 ある  

 ば 授業中の学習の として用 るのか 学習等にお て自習用とし

て活用するのかに て る が自 と て ることになる

る も作り し と 方 を にする け ある  

 デジタル教科書を 発する 整 に て 

 実 にデジタル教科書を作成する に 作成にかかる期 を する必要があ

る したが て になるデ タに関しても の教科書にもデジタル教科書にも

る デ タを作り お 必要がある 小 な教科書発 の

を ると が の を作成して対 することが し と る  

 教 研 に て 

 ド アを た体 の整 の として教 研 を充 に ことに り

な活用が られるものと る  
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（ ２５ Ａ ２）専門研究Ａ デジタル教科書・教材の試作を通じたガイドラインの検証－アクセシブルなデジタル

教科書の作成を目指して－ （ 成２４ ２５ ）  

 
 

考  

研究を こと ガイドラインの しを ことが た た 研究

校からの もガイドラインの必要 に て の を した  

た 実 にデジタル教科書を作成するにあた て ガイドラインのす ての 目

を実 するの な 教科書の な要 ある ン としての

と を中心としたシン ルな教科書を作成し れ の な要 か

ら れるものが の学校 に れて ることが か た  

これ の教科書 指導 用の教科書と 児童生徒が実 に 用するた に

かり す す ものにな て ることが重要 から ある  

た し のた に の教科書とデジタル教科書のデ インが ること

に る 方の の整理 作に関 る の デジタルデ タを

の 作 の 理の などを検討して ことが重要 ある  

た デ タ の ン け な どの な 体 実 するかと

ン の も て なければ アクセシブルなデジタル教科書 作成 な

あ  

 

成 の活  

• 関 関 科学 ）への情報  

• 教科書 等への情報  

• 学 の発 特 教育学 教育情報学 等  

• 研 等 の活用 

• 次 の研究に活用 
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自閉症教育研究班 専門研究Ｂ

自閉症・情緒障害特別支援学級に在籍する自閉症のある児童生徒の
算数科・数学科における学習上の特徴の把握と指導に関する研究

特別支援 年  
   特  

行研究 ー 研究 報 集 

研究  

特 独  
 

 
 

 

課題 特
 

≪ 特 ≫ 
 

 
 

行  
特  

 
 
 
 
 

教  
行

教 法  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

課題 特  
 

課題  
     行  

行  
      

２ 特別支援 ー  

研究代表者：15
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（ ２５ Ｂ １）専門研究Ｂ 自閉症・情緒障害特別支援学級に在籍する自閉症のある児童生徒の算数科・数学科に

おける学習上の特徴の把握と指導に関する研究 （ 成２４ ２５ ） 

 
 

 

研究成果報告書サマリー（ ５ １） 

専門研究  

特別支援学級に する の る の 

 学 における学 の特 の と に関する研究 

                   （平成 年度～ 年度） 

 

研究 者    

 

 

研究 自閉症・情緒障害特別支援学級に在籍する 学 の算数科・数学科の

を学習して る自閉症のある児童生徒の算数科・数学科における学習上の特徴の把

握と必要な指導に て検討することを目 とした 方 として 自閉症のある児童生

徒の算数科・数学科に関する 研究の と研究 関からの情報 アン

研究 関 の実 を た アン な 算 習

して たが 学習した を 生活に 用したり数学 な したりするこ

とに し が られた た の りの な 児童生徒が

在した らに アン の 果 研究 研究 関 の を支 し

たものを た 研究 関の実 実態把握から の指導 程に

の 自閉症のある児童生徒の実態を し らにと て必要な指導

指導方 を検討した の 果から の対 児童生徒の実態把握から の

指導 程に た指導を 特に 算数科・数学科の必要な指導を 上 の イ

ン として り りを ことと学習 の重 化・ 化・ の の を

ことの２ の重要 が れた  

 

ー ー  

自閉症・情緒障害特別支援学級 自閉症 算数科・数学科 指導 

 

 

成２６ ８  

立 立特別支援教育 研究  

National Institute of Special Needs Education 
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（ ２５ Ｂ １）専門研究Ｂ 自閉症・情緒障害特別支援学級に在籍する自閉症のある児童生徒の算数科・数学科に

おける学習上の特徴の把握と指導に関する研究 （ 成２４ ２５ ） 

 
 

・目  

特別支援教育 研究 成 22 23 に 理 心情理 の

し と た自閉症の特 との関 が 科を り上 自閉症・情緒障害特別支

援学級 の教科指導に て研究を た 具体 に 自閉症のある児童生徒の

科の学習 の習 を把握 らの習 に た目 の 指導 の重

化・ 化 指導 の作成に て検討し 自閉症の特 に じた指導の在り方

を した 自閉症のある児童生徒の学習 の習 を把握した上 授業を して

こと 教 が教科学習を進 て 上 となることが れた この

の れに た指導 科 け な 算数科・数学科にお ても に重要 あ

る  
 自閉症のある児童生徒の中に な 算 算 視 にお て

れな が られることが報 れて る このことを ると 算数科・数

学科にお て 自閉症のある児童生徒の学習上の な け な な が

ある を し れを活かした指導を ことも ある 算数科・数学科

学習する 理科における小数 の 算 科における ラ の り

等と た に の教科にも 用し 生活を る上 も か な したが て

自閉症のある児童生徒にお ても 算数科・数学科 重要な学習の あると

なお 算数科・数学科にお て の を重視することが られて るが

特別支援学級 学級の 上 必 しも に た な指導を ことが

な のた 自閉症のある児童生徒の算数科・数学科の学びを 障して た

に らの実態を た上 な目 の 及び 指導 の

指導 の 授業の り り（ ）の の イクルに て ことが り

重要になると られる  

 上のことから 研究 自閉症・情緒障害特別支援学級に在籍する 学 の

算数科・数学科の を学習して る自閉症のある児童生徒の算数科・数学科における

学習上の特徴の把握と必要な指導に て検討することを目 とした  

  

 

（ ） 研究の ーと研究協力機関に る  

 自閉症のある児童生徒の算数科・数学科の学習に関する 研究の を

自閉症のある児童生徒に られる特徴を整理した た 研究 関との情報

を実施し 自閉症のある児童生徒の算数科・数学科における なある な

と らの算数科・数学科の学習上の特徴と指導の に て した  
  

（ ） ー 調査 

 成 2 2 から 成 2 １ にかけてアン を実施した 対 小・
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（ ２５ Ｂ １）専門研究Ｂ 自閉症・情緒障害特別支援学級に在籍する自閉症のある児童生徒の算数科・数学科に

おける学習上の特徴の把握と指導に関する研究 （ 成２４ ２５ ） 

 
 

中学校に れた特別支援学級 9 校（小学校） 校（中学校）の あ

た 特別支援学級に在籍する自閉症のある児童生徒 主として 学

の算数科・数学科の教科書の を学習して る児童生徒と を け する

児童生徒の学習 の習 特徴等の を した  
 

（３） 研究協力機関に る実践 

 アン の 果を ながら 研究 関の実 を主 として自閉症のあ

る児童生徒の実態把握から算数科・数学科の 及び 指導 の 授業の実施

り りの の イクルに 自閉症のある児童生徒の障害特 算数科・数学

科の学習に られる特徴を た指導を た  
 

と考  
（ ） 研究の ーと研究協力機関に る に いて 

  ① 研究の ー 
 研究 報 れて る特徴として 特 な 算 数 の理 の し

理 の の れた を することの し と学習達成

の関 実生活に関 した の し が られた  
 ② 研究協力機関に る  
 自閉症・情緒障害特別支援学級に在籍する 学 の算数科・数学科の を学習し

て る自閉症のある児童生徒に られた特徴として 自の 算方 の 用 理

の 数 の理 の な をイ ジすることの し 用具の

用に られる不 用 習 の 用 用の し が られた  

 研究 研究 関に る情報から れた自閉症のある児童生徒に られる

算数科・数学科の特徴 共通して られるものがあるものの 自閉症児・

に られる した特徴を把握することが なか た 自閉症のある児童生徒の

実態に じた算数科・数学科の指導を て た にも なる検討が必要 あると

られた  

 

（ ） ー 調査に いて 

 １ ２に小学校 中学校のアン 果の を した に る自

閉症のある児童生徒の算数科・数学科の習 な 算 習 て た

が 学習した を 生活に 用したり 数学 に したりすることに し が

られた 小学校 の 理 等からの作 習の を

て を 活 に し が られた 中学校 の 理

等からの作 特 の への があることなどが られた これら

の 果から 教 対 児童生徒の の を に把握した上 す
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（ ２５ Ｂ １）専門研究Ｂ 自閉症・情緒障害特別支援学級に在籍する自閉症のある児童生徒の算数科・数学科に

おける学習上の特徴の把握と指導に関する研究 （ 成２４ ２５ ） 

9 
 

ての における に関する を の を 小 に

るた の教授方 を検討することなどが られた  
 

  

  

 

ー 調査の な 学校

自 のある の各学 の内
１ 生 9 ２ 生 ３ 生 9 ４ 生

５ 生 ６ 生 3 39

適用している 数科の指導内容
・す て 学 の指導 を 用 3
・ 学 の指導 を 用

・  3

数科における交流及び共同学習の状 と の
（１） 及び共 学習の

・す て特別支援学級 学習 （39 中2 2 ）

・主に特別支援学級 学習 2 3 （39 中 9 ）

・主に （通 の学級） 学習  9 3 （39 中3 ）

・す て （通 の学級） 学習 （39 中32 ）

（２）主に た す て特別支援学級 算数科を学習する理由
・心理 等の に するた

 3 （322 中2 ）

・算数科の習 に じるた （322 中 ）

自 のある の各学 の 領域、 数的活動の習 状
数と 算
・ 学 とも の 算 習 て た
・ の を用 た 算に が られた

と
・ 等の 理 て た
・ 等の の を ることが て た

・ 等の に て理 て た
数 関
・ 等が用 られる を に すことが

て た
算数 活
・ ン と た の りから整数を けることが

て た
・ 算の 算の 方を具体 を用 たり て

することに し が られた

５ 数科の学習を 上で められる特
・ あて る あ ああて る 数を た特徴

・ の 理 が な （２ ４ ６ 生）
・ 等から作 が な （１ ２ ４ ６ 生）
・ からな ことがあ ても 教科書 等から 習した

を しな （２ ６ 生）

ー 調査の な 学校

自 のある生徒の各学 の内
　　　１年生 名、２年生 名、３年生 名  合計 39名

適用している数学科の指導内容
　　　・すべて当該学年の指導内容を適用　 9 ％

　　　・一部、下学年の指導内容を適用　　3 2％

数学科における交流及び共同学習の状 と の
　　（１）交流及び共同学習の状況
　　　・すべて特別支援学級で学習　　　　  9 ％（ 39名中 3名）

　　　・主に特別支援学級で学習　　　　　   ％（ 39名中 名）

　　　・主に交流先（通常の学級）で学習　    3％（ 39名中 名）

　　　・すべて交流先（通常の学級）で学習 22 3％（ 39名中3 名）

　　（２）主にまたはすべて特別支援学級で数学科を学習する理由
　　　・心理面や行動面等の問題に配慮するため
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           ％（9 名中 3名）

　　　・数学科の習得状況に応じるため　　 9 ％（9 名中 名）

自 のある生徒の各学 の 領域、数学的活動の習 状
数と
・ の数・ の数 方 の 算を習 て た
・ から方程 を てる を用 た 数 関 の に課

が られた

・ の を習 て た
・ の を に の の に課 が られた
関数
・ の ・ の ラ の特徴を理 て た
・ な と関 けた に課 が られた

の活用
・ 実施 学習 あ た
数学 活
・ 生活に数学を 用し 数学 な し ことに課 が

られた

５ 数学科の学習を 上で められる特
・ あて る あ ああて る 数を た特徴

・ の 理 が な （ 学 ）
・特 の に をも （ 学 ）
・ 等から作 することが な （１ ３ ）
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（ ２５ Ｂ １）専門研究Ｂ 自閉症・情緒障害特別支援学級に在籍する自閉症のある児童生徒の算数科・数学科に

おける学習上の特徴の把握と指導に関する研究 （ 成２４ ２５ ） 

2  
 

（３） 研究協力機関に る実践に いて 

 研究 関の実 １の指導 程に て れた １の を  

 ① 実態 自閉症のある児童生徒の実態把握を に 児童生徒の特 に

た指導目 指導 ・指導方 を検討する 実態把握の として 障害の 態

の に ・心理 ・ の特徴 学習 における習 ・特 算数科・

数学科の学習 の習 を把握する  

 ② 指導 の と自 の る児童生徒の特性を た 数 ・数学 の目標

設定：実態把握をもとに指導方 の検討を ここ 学校の教育目 自閉症の

ある児童生徒の実態把握をもとに 算数科・数学科 に け た と

から に検討したものを する 次に 上 の実態把握に て 自閉症の

ある児童生徒の特 を た算数科・数学科の目 を する 小学校 中学校の学

習指導要 に れる目 と 上 した指導方 の検討に り 算数科・数学科の目

を して の 理由を検討する  

 ③ 自 の る児童生徒の特性を た 数 ・数学 の年 指導 と設定

：上 の検討 自閉症のある児童生徒の実態把握に た算数科・数学科の目

を達成するた の 指導 を てる 指導 を てる に 自閉症のあ

る児童生徒の特 と算数科・数学科の目 との目 と して 指導 の

を たり の を したりすることが られる  
  自 の る児童生徒の特性を た 数 ・数学 の 指導 ：上

を に り具体化 た 指導 を てる  

 ：上 の 指導 を てた 授業を実施して に た

り りを り り 授業実施 に実施する り り１ に実施す

る り り２ １ の指導 に実施する り り３の３ に けられる を

に の 実態を し 及び 指導 授業に て こ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

  実態 の指導 程 
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（ ２５ Ｂ １）専門研究Ｂ 自閉症・情緒障害特別支援学級に在籍する自閉症のある児童生徒の算数科・数学科に

おける学習上の特徴の把握と指導に関する研究 （ 成２４ ２５ ） 

2  
 

とになる  
 ５研究 関（小学校３校 中学校２校）に る実 報 れも １の指

導 程に ことに り の 自閉症のある児童生徒の実態を し らにと

て必要な指導 指導方 を検討した た 実 を た教 の から この

指導 程に て自閉症・情緒障害特別支援学級に在籍する自閉症のある児童生徒に算

数科・数学科の指導を ことに り 実態把握を に ことが 算数科・数

学科の必要な指導を検討する上 重要 のあることが れた  

 

考  

（ ） 数 ・数学 における 状 と学 上の特  

アン の 果から 自閉症のある児童生徒 な 算 習 して た

が 学習した を 生活に 用したり数学 な したりすることに し

が られる にあ た た の を検討して と 習 する の 程

の なることが れた アン 研究 研究

関 の情報 から どの自閉症のある児童生徒も な学習 の習 を す

もの な も なるた の対 児童生徒の実態把握を に

実態把握に た算数科・数学科の目 を し必要な指導を て こと

が重要 ある  

（ ） 自 の る児童生徒に 指導 

 １に した に 対 児童生徒の実態把握に じて指導方 の検討を 目

を する らに の目 に た 指導 指導 を てて指導を

必要がある 研究 関の実 を通して 対 児童生徒の実態把握から

の 程に た指導が重要 あることが れた 特に 自閉症のある児童生徒に

算数科・数学科の指導を 上 の イン として り り及び学習 の重 化・

化・ の の の２ の視 から検討を ことが られた  

成 の活  

 アン 果の 成 2 ８ に 特 教育学 （

学）にお て タ 発 を た た 研究 セ （ 成 2 １ ）

の 科 にお て研究成果を報 した らに アン に た た小学

校及び中学校の自閉症・情緒障害特別支援学級にアン の報 書に と

した の３ を して る 研究 の特別支援教育専門研 の

自閉症・情緒障害教育 研究の成果を活用する が主 する特別

支援学級を対 にした かの研 研究の成果を活用する 研究 の e
イ に 研究成果報 書を する  
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重要なポイントとなる７つの観点

①「実態把握」

・多様なニーズ、早い段階からの柔軟な実態把握等

②「組織的な対応・校内支援体制」

・組織による支援体制、教職員の意識と共通理解等

③「教育課程・指導形態」

・学校設定科目等の編成、柔軟な指導形態の工夫等

④「指導・支援」

・わかる授業と学び直し、授業改善と個別的な支援等

⑤「学習評価」

・定期考査等での配慮、評価の在り方の検討等

⑥「中高連携」

・効果的な情報交換、個別の教育支援計画の活用等

⑦「キャリア教育・進路指導」

・自己理解と適性に応じた将来設計、職業観や勤労観等

発達・情緒教育研究班 専門研究Ｂ

高等学校における発達障害等の特別な支援を必要とする生徒への
指導・支援に関する研究 - 授業を中心とした指導・支援の在り方 - 

考 察

・学びに困難がある生徒の気づきは、社会で生き  

ていく力が弱い生徒の支援ニーズへの気づき

・高等学校の大きな役割は社会人基礎力註)の育成  

・高等学校における特別支援教育は、学力保障や  

規範意識の醸成、情緒的な安定だけでなく、

個々のニーズに応じた支援により社会人として

生きる力を育てる視点が大切。

・高等学校に至るまで、卒業後の社会参加につな

がる一貫した特別支援教育の充実が必要。

） 人 行  
（ 20 0 6 ） 

〇高等学校は教育のシステムが多様化、小・中学校とは異なる対応についての検討が必要
〇研究協力校における実践を通して、その重要なポイントとなる観点についてまとめることを目的

現状と課題の把握のための調査研究

① 高等学校における特別支援教育の推進に関
する実態調査（都道府県等67教育委員会）

② 文科省モデル事業校、各地域の研究校
（国立・公立・私立100校）の情報収集

研究協力機関における実践研究

A高「学ぶ姿勢づくりとわかりやすい授業」

B高「学び合いを活かしたわかりやすい授業」

C高「特別クラスの実践、生徒との関係づくり」

D高「ユニバーサルデザインの授業づくり」

E高「習熟度別授業、少人数授業の活用」

F高「ユニバーサルデザインと個別の支援」
調査結果から

・「実態調査」、「研修」、「支援員の配置」、  

「定時制・通信制高校への重点的な取組」等は

推進

・「私立学校における取組」に遅れ

・「入学者選抜における配慮」は、要項への記

載や試験場面での配慮は実施  

・入学後への継続した支援が課題

わかりやすい授業づくり

授業のユニバーサルデザイン化、習熟度別・少人数

授業、個別的な指導の場、授業研究会、ＴＴによる

指導や支援員の活用など、各校の生徒の実態や教員

のニーズに応じた配慮や支援の工夫により、

生徒の学ぶ意欲が変わる成果

生徒の実態

・基礎学力の不足と学び直しの必要性

・言語表現力やコミュニケーション能力の弱さ

・学習意欲の低さや自信のなさ

・一方で、わかりたい、学びたい気持ち

研究代表者： 森22 
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（ ２５ Ｂ ２）専門研究Ｂ 高等学校における発達障害等のある特別な支援を必要とする生徒への指導・支援に関
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研究成果報告書サマリー（Ｈ - - ２） 

［専門研究 ］ 

学校における の特別 支援 とする の 

支援に関する研究 

- と 支援の  - 

（平成 年度～ 年度） 

 
研究 者   

 

  

研究 高等学校における特別支援教育体 の充実・ 化と指導・支援の充実・

方 の に て 研究 校における の に じた指導・支援の在り方に

関する実 を通して の重要な イン となることに て検討した 研究 校に

おける実 授業の ルデ イン化 習 別・ 数授業 別 な指

導の の 授業研究 に る指導 支援 の活用など 校の生徒の実態 教

の に じた 支援の に り 生徒の学 が ると 成果が

られた 実 をもとに高等学校における特別支援教育体 の充実 化と指導・支援の充

実方 の に て 実態把握 な対 ・校 支援体 教育課程・指

導 態 指導・支援 学習 中高 ア教育・進 指導 の

の から と課 にした イン として と た  
 

ー ー  

 高等学校 特別支援教育 指導・支援 かり す 授業 り 
 

 

 

 成２６ ８  

立 立特別支援教育 研究  

National Institute of Special Needs Education 
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（ ２５ Ｂ ２）専門研究Ｂ 高等学校における発達障害等のある特別な支援を必要とする生徒への指導・支援に関

する研究－授業を中心とした指導・支援の在り方－ （ 成２４ ２５ ）  

2  
 

・目  

通 の学級における発達障害等の特別な支援を必要とする子どもが学び す

支援等に て 学校生活 を の教 が 小学校に て 中学校 高等学

校 教科 をとり 支援体 りにお ても な があることなどから

な が て な にある た 高等学校 課程 学科等の など教

育のシ が 化しており 授業の け な 試 に関する の方

進 指導等も な課 となることから 小学校 中学校と なる対 に て

の検討が必要 ある 高等学校になると 学習に対する が 化し があ

り られな 生徒も て る しかし かり す 授業と支援 の 学び

す 科目 教科の に じた 方 等に り 学 が高 り自 する

が びて 生徒も な な 高等学校における指導・支援を充実 て た に

への ・支援 け な 学級 体への かけも て 必要がある

た 期の課 を る 期 学習 生活 における な とともに

対 関 の との に ことに る自 理 等も不 要 になり す

不 校などの 次障害の症 から 進 中 学を るを な に

れて る生徒も な な 心の アも た 別 な支援を （

ば通級に る指導に した 態）の活用等に ても検討が られる  

 

 

次 高等学校における発達障害等の特別な支援を必要とする生徒の支援に関する

と課 を整理し 次に高等学校の に 指導・支援の在り方に て

研究 校における実 を通して検討した 研究 校 に り した６校（

通科３校 専門学科２校 通科１校） ある  
 

（ ） 現状と課題の のた の調査研究 

研究 校と を 情報を するとともに 科学 の デル 業校

の研究校の実 に関する 情報 た 教育 の に

て実態 を実施した  
 

（ ） 研究協力校における実践研究 

研究 校における生徒の実態に じた授業 りを中心とした指導・支援の実 を

通して 高等学校における特別支援教育の充実に重要な イン に て と た 重

要な イン となる に て 特別支援教育の 進に関する 研究

高等学校 ン ・ ル 報 及び 等中等教育 科 高等学校教育 の

の に て の を に 研究 校における実 研究 等におけ

る検討を て 実態把握 な対 ・校 支援体 教育課程・指導 態
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（ ２５ Ｂ ２）専門研究Ｂ 高等学校における発達障害等のある特別な支援を必要とする生徒への指導・支援に関

する研究－授業を中心とした指導・支援の在り方－ （ 成２４ ２５ ）  

2  
 

指導・支援 学習 中高 ア教育・進 指導 の の か

ら と課 を把握し にした イン として と た  
 

と考  
（ ） 教育委員会の に関する実態調査 

及び 2 指 の 教育 を対 に を実施

した（ ） 成 2 に た 高等学校における特別支援教育の

進に関するアン の 果を ３ の 化を るとともに

学 における など になか た を り を た  
主な 発達障害のある生徒に関する実態 高等学校主 課・ 学 

校主 課との 教育 ・教育センタ の特別支援教育の 進のた の （教

研 支援 の など） 中学校との 進のた の 学 におけ

る 等 通 高等学校における重 な 高等学校を対 とし

た 等 ある    
発達障害のある生徒に対する実態 て る が 3 （ ）となり  

の り して る 実態 の実施 特別支援教育支援 の

・通 高校への重 な に ても り る教育 が して

おり 高等学校における特別支援教育の 進に関 る が進 あることを して

る 方 学校における として 学校教 も対 とする研

て るが 専門 に る 学校を対 として な 教育

が 数を て る 主 課の 等の課 ある が 学校 体の

３割 を 特別な支援が必要な生徒が 在籍して ることから 教育

学校における特別支援教育の充実にも を ことが れる  
た 高等学校 学 における に て 実施要 への の  
試 の の実施が の教育 進 られて る 別

等の 理 整 の などの 整 支援 の活用な

どの 整 も進 られて る これらの 学試 に関する ある 学

も学校生活における支援として れて ことを た  
 
（ ） 研究協力校における実践研究 

研究 校６校 学習 生活 に課 を 特別な支援を必要とする生徒が

在籍して る高等学校 ある ６校 学校 生徒の実態に れ れ

があり 指導・支援の在り方に ての にも が られた 研究 校の

を にしながら 生徒の実態に じた授業 りを共通の とし 研究

が 期 に 校を して学校関 と しながら 実 を重 て た  
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（ ２５ Ｂ ２）専門研究Ｂ 高等学校における発達障害等のある特別な支援を必要とする生徒への指導・支援に関
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2  
 

① 県立 等学校 

「生徒指導に る学 づく と やすい を目指した 研究」 

特別支援教育を 進する ンとなる教 が中心となり な を検討

した これ も授業にお て な がな れて るが の教 の に

られており な になりに にあ た な として授業研究 が

実施 れ かり す 授業 りの共有化が られる 果とな た  
② 県立 等学校 

「生徒の実態に応じた、学び いを活 した やすい づく 」 

進 に じた が る教育課程編成をして る 授業 生徒 の学び

を に り れ し 活 を通して を高 る が れて る

学 がありながら 学 ことが し 生徒に対して 別 における 別 な指

導 通級に る指導とも して る  
③ 県立 等学校 

「生徒の実態に応じた やすい づく 、特 の実践、 別 に

る生徒との関 づく 」 

学校 体の として 教 の整 教材の 授業の 化などに り

る た 学び した のある生徒のた に 特別に な授業 を

た の 特 クラ を し 学生の学習 ラン ア等も活用して かり す

授業 りの実 を て る  
 手県立 等学校 

「 ー の 点を活 した、 やすい づく と生徒が

に参 きる学 活動の工夫」 

ルデ イン授業として 学習 整 目 の 化 授業の 化授業

など共通実 目を して る ２ の 授業 があり ルデ

イン授業の 化が られて る 授業における ・ ク を活

用し 授業 の を た  
 道 等学校 

「 別 、 数 を活 した やすい づく 」 

不 校 が た これ も かな対 が れて たが な

対 にな て な ことから 授業 りを通して教科 とに実施して る

の教 の共通理 を た タイル として と られ

の として活用 れて る  
 県立 学 等学校 

「 ー を考 した 実践の 重 が る 校における、

の る生徒 の 別支援の 」 

科 業 作成した ルデ イン実 を用 て る
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（ ２５ Ｂ ２）専門研究Ｂ 高等学校における発達障害等のある特別な支援を必要とする生徒への指導・支援に関
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関 を るライ ル 等 学校 自の教育課程編成も して る 発達障害

のある生徒に 支援 の活用に る 別 な支援に り成果が上が て る  
 

（３）特別 支援が 生徒 の指導・支援の在 に いて にしたい  

研究 校における実 を通して た 科学 高等学校における発達障害支 
援 デル 業 研究校 に支援の を実施して る高等学校から 
情報 を 高等学校における特別な支援が必要な生徒への指導・支援の在り方に 

て重要な イン を の から検討した  
「実態 」

 課程 学科など学校の実情に た実態把握の検討 
 生徒の な に じた な実態把握の  
 試 学 などの早 からの実態把握の  
 生徒の実態に関する教 の共通理  
 関との ・  

「 応・校内支援体 」

 教 な に る校 支援体 の  
 理 （学校 ）の理 と シ  
 活 化するた に ンの 在と  
 の生徒の支援に ながる教 の 上と共通理  

「教育課程・指導 態」

 教 の教育 ・指導 の共通理  
 生徒の に じた の必要 の な理  
 関心 ライド等に した学校 科目等の編成の  
 ば 別 な指導の など効果 な指導 態の  

「指導・支援」

 かる授業と学び しと の共通理  
 教科を た教 の共通理 と支援の共有化 
 授業 と生徒の に て共通理 するた の の  
 生徒の実態に じた 別 な支援の  

「学 」

 作成 実施上の など 期 等 の と  
 高校 業 としての の在り方の検討 
 のた の 指導 のた の の２ の  

「中 」

 中学校と高校との効果 な情報 の方  
 別の指導 別の教育支援 の作成と  
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（ ２５ Ｂ ２）専門研究Ｂ 高等学校における発達障害等のある特別な支援を必要とする生徒への指導・支援に関
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 高校 試における特別 のガイドラインの作成 
「 教育・進 指導」

 自 理 と に じた が ける 等の  
 業 を育てる教 の と共通理  
 別の教育支援 の活用 
 に関する専門 関との  

 
考  

研究 発達障害のある生徒の な教育の に ての研究 な 高等学校

における発達障害等の特別な支援を必要とする生徒の指導・支援をどの に れば

かを検討した研究 ある 高等学校 生徒の ・関心 などの実態が

化して ており 高 学 をも 生徒から 小・中学校 の ・ の学習

の が な 生徒も在学しており学 の も 研究 校 高等

学校 の も重要 あると から に り した 学習 生活 に課

を 特別な支援を必要とする生徒が 在籍して る高等学校 ある 生

徒の実態 教育 の 学 の不 と学び しの必要

シ ン の 学習 の 自 のな が目 ことなどが共通 あ

る 授業の ルデ イン化 習 別・ 数授業 別 な指導の の

授業研究 に る指導 支援 の活用など 校の生徒の実態 教 の に

じた 支援の に り 生徒の学 が ると 成果が られた

れの実 も高等学校における特別支援教育の の デルとなる実 ある 研究

研究 校との実 を通して 高等学校における特別支援教育体 の充実 化と指

導・支援の充実方 に重要となる イン を の から にした イン と

して と た 学校生活 の学びに がある生徒の 生 て

が 生徒の支援 への もある 高等学校の な役割

（ 業  2 ）の育成 ある 高等学校における特別支援教育 学 障

の 成 情緒 な け な の に じた支援に り

として生 る を育てる視 が ある た 高等学校 けの な

こに る の特別支援教育の充実が必要 あり 業 の に ながる し

た特別支援教育の充実が必要 あると こと ある  

成 の活  

成果報 書を 教育 に し 教 研 等への活用を する

を作成し高等学校等にも するなど 特別支援教育の関 関 け な

高等学校の関 関にも研究成果の 及が れる にする の課 ある

ことから学 研究 等にお ても報 等を 情報を する  
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教育研究 研究  
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ー  
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教  
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教 W e b
ー 教 サー  

果 教 教  

U V
教 教  
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教 報 教  

3 D リ ー 立 教 成
（ 成 ） 教  

教 教 リー
D A ISY 書 成  

果 報 ー  

国 ー 教育 報 ー サ （ 報総合 ー ）  

ー ー リー サ  

教  
教  

成 教 教  
ー  

教  

 

ー 教 リ  

総合  

法  

研究
リー  

教 ー 特別支援 （ ）  
教 教 ー 集 教 リ 成  

研究代表者：金29
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－ ＩＣＴの役割を重視しながら － （ 成２４ ２５ ）  
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研究成果報告書サマリー（Ｈ２５- -０ ） 

［専門研究 ］ 

特別支援学校（ ）における教 教 の  

及び 報の に関する研究 

- の  - 

（平成２４年度～２５年度） 

 
研究 者   

 

  

特別支援学校（視覚障害） 自校における専門 の高 視覚障害教育を

とともに の専門 を にして の視覚障害教育の となり センタ

を発 しながら 支援を に充実 て ことが られて る  

研究 の専門 の１ として 特別支援学校（視覚障害）における教材・

教具等の整 と活用に関する実態 課 に て把握し 教材・教具等の充実と活用

促進を るた の方 を検討するとともに 教材・教具等の整 及び活用に る情報

共有の在り方に ても検討して る  

これらの検討にあた て 視覚障害教育にお て特に有用 が指 れて る

ICT の役割を重視して の活用を特に り上 た  

 

ー ー  

 視覚障害 教材・教具 ICT 特別支援学校（視覚障害） 
 

 

 

 

 成２６ ８  

立 立特別支援教育 研究  

National Institute of Special Needs Education
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・目  

特別支援学校（視覚障害） の １校の とな ており の視

覚障害教育の中 となり 自校における専門 の高 視覚障害教育を ととも

に の専門 を にして センタ を発 しながら 支援を に充実

て ことが られて る の専門 の重要な として 視覚障害教育 有の

覚教材 教材 教材等の教材と これらの作成教具 に関する専門

及びこれに の高 指導に関する専門 を ることが る らに 視

覚障害児童生徒が在籍する の小・中学校等に対しても この専門 に た支

援を ことが られて ると られる  

た 視覚障害教育の ICT の活用が進 る あり の活用に関

る教材・教具及び に ての専門 が重要 あると られる  

上のことを て 研究 のことを目 とする １）特別支援学校（視

覚障害）の教材・教具及び の 有 と活用 の中 も特に ICT 活用に

るものに て 支援の も て 実態と課 を把握し 課 に ての

対 を検討する ２）次 の ICT 関 の活用等 進 な をして

る特別支援学校（視覚障害） の教材・教具及び を 用し も り

有効な をして る特別支援学校（視覚障害）の を す ３） らに ICT 等

の進 から 視覚障害教育にお て有効 あると られる し 教材・

教具及び のものの 等に て れらに関する情報 活用

方 等を す ４） た 上の な視覚障害教育における教材・教具及び

に関して 教材の 子デ タを て 特別支援学校（視覚障害） の情報を

共有することも重要なこと あると られる こ の情報共有の在り方に

ても検討する  

 

 

上 の目 に対して 次の方 をと た １ 研究 のこれ の を

ての 及び関 情報を して する ２ 特別支援学校（視覚障害）の ICT
を 教材・教具及び の 有 と活用 に関する実態と課 （ 支援の

を ）に ての を ３ 上 の 等に 学校

を ４ 視覚障害教育 有効 あると られる教材・教具及び に

て 上 の ２ ３ の 果も て検討する ５ 教材・教具及び に関す

る特別支援学校（視覚障害） の情報共有の在り方に て 上 の ２ ３ の

果 の視覚障害教育に関する情報 クの の把握等に 検討

する  
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と考  

（ ） 実態調査 

の特別支援学校（視覚障害）（ 69 校）に対して 教材・教具及び

の 有 ・活用 に関する に る実態 を実施した

１）教具及び の 有 ２） ン タ及び クの整 ・

用 ３）教具及び の 有 等に関する課 ４）教材の 有 ５）

教材の教 の共 用 ６）教材・教具及び の活用 － の教材・教

具及び を用 た － ）教材・教具及び の活用 － の教材・

教具及び を用 た － ８） 有して な が必要 あると る教材・教

具及び ９） 用 活用が進 な と る教材・教具及び 10）
あれば と る教材・教具及び 11） の教材・教具及び の

12） 支援の 13） 支援に関 る課 あ た この に て

ての特別支援学校（視覚障害）から を た の 果の 要を に す

① 教 ・教 及び機 の保 状 に いて 

教具及び の 有 に て 教具及び の を し の 有に

て を た の 果 デ イ 体 DAISY 生

書 の に 有 が に高 ものと 成 デ イ 子

ル の に 有 が に ものがあ た

教材の 有 に て 学 とに に教材の を して 子デ タ

の有 を て を の 有 の高 に 整理した の 果 有 がか

なり 教材があり 子デ タに て 高等 専 科の理 関 （あ

ジ指 ・ ・ 関 ）のものを と らに 有 が 教材があ た 方

有 が高 教材に て ば 小学 次の １ ２の あ た

 小学 の上 ５ の保 の教   小学 の上 ５ の保 の ー
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② 教 ・教 及び機 に関する課題に いて 

学校 体 の教具及び に関する課 に て を た 果 必要な教具

を に られな との が あ た このこと 特別支援学校（視

覚障害） の課 あるとともに の不 に て の支援 に対して

教具及び に関しての必要な情報 を な 等 支援に関する課 として

も れて た の クの の遅 等 クの に関

する課 情報 等に関する教 の専門 の課 等が られて た

学 とに 教材・教具及び 必要として るものの を た 果

教材に関して どの学 とも共通なものとして 体教材が られて た 教具及び

に て iPad が に られて た  

学 とに 用 活用が進 な 教材・教具及び と の理由に て

を た 果 どの学 とも 教 が 用方 活用方 を に らな た

との が られて た の教材・教具及び として 成

DAISY 教材 iPad 等があ た これらの 教材 に て 研究成果報

書の中 の 用・活用方 に関して 情報 活用 の を て る

た 校の 学 の 教材の教 の共有の と方 に て した 果

子デ タを校 の クを して共有して ると が高等 専

科 高か た 方 教材の が作成 れており こから して 用して

るとの れの学 も か た  

③ 地 支援に関して

支援の に関して １）支援 ２）教材に関する支援 ３）教具及び

に関する支援 の 目のもとに 小 目として支援 教材 教具及び

の を し れらに て 支援することが必要と るか かの の 必

要と した 目に て実 に支援を て るか かの を た  

の 果 教材の作成に ての支援 教材の 用・活用に ての支援等 支援

の 目に て 必要 との も 実施 との も が高か たが

教材に関する支援 教具及び に関する支援 のもとに した 教材 教

具及び に て 必要 あ ても 実施 して るとの が もの

が られた の として 教材 体教材 成 教材 教具及び

書の 関 のもの（ デ イ等） 覚教材（ 教材等）作成関

のものがあ た  

 

（ ） 学校  

 研究 iPad 等を の ICT 関 の活用等 進 な をして

る特別支援学校（視覚障害）の として３ の を り上 た た の教材・
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教具及び を 用し も り有効な を

して る として DAISY 教材の活用に り

る１ の を り上 た  

これらの の３ に共通することとして

ICT 活用に関 る校 体 の充実に ン

タ タブ 等の ク

等の 整 を進 た上 ICT 活用等に る

れた授業の を て ると こと あ た

れた授業の として ３ ４の に

iPad に な 等を すること とし

て活用したり 数の生徒用タブ ンの

を教 の ン 理し 授業を進 ると

た が れて る  
りの１ 学校 書 にお て ル デ

ア DAISY 書と の 生 及び ア

の整 を 児童生徒等に る 書 の 用と

授業 の活用を進 て る ある  

（３） と考 る教 ・教 及び機  

研究 視覚障害教育にお て有効と ら

れる教材・教具及び に関して これ の

研究 の 上 の実態 の 果 学校

等を て １）UV （ 化 に る な ）２） 成 教

材 ３）３D ンタ ４）教材・教具及び に関する ア の

４ に て の 要 視覚障害教育 の活用等に て と た   
ば ３D ンタ に て 体教材を作成 ると 視覚障害教育

にお ても有効と られることから 研究にお て３D ンタ を導 し 視覚

障害教育 の活用のた の試作として ５の な かの 体教材の を

の 方 等に て して る た アに て LTP
ン DAISY Translator イ アイ 等 視覚障害教育にお て有

用と られるものに関して 要 を と て る

（４） 教 ・教 及び機 に関する  

の実態 の 果にお て 教材の 子デ タの特別支援学校（視覚障害）に

おける 有 に て たが 特別支援学校（視覚障害） 体として 有 が

子デ タ あ ても 校 有 れて る 子デ タを デ タ に し

３ を として活

４ 生徒 を教員  

５ ３ ー の
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クを すること の特別支援学校（視覚障害） 共有することも

ある のた の 視覚障害教育に関する の クとして

視覚障害教育情報 ク （視覚障害 情報 ク）がある

ここ これらの クの 要と れて る教材 書デ タの

れらの 方 等に て整理した た の として （RNIB）

ラン の 障害 教育・指導方 高等研究 （INS-HEA）等に る 視覚障害教

育教材の クに ても に整理した この ラン の

関 教材のデ タ作成も て る

  

考  

１ 教具及び に関する課 として 特別支援学校（視覚障害）にお て 必要

なものが られな ことが の学校から られて たが ン

iPad 等 用の を用 て こに の（３） 及した な

アを た アを したり な 等を したりすること

専用の と のことが な もある  

２ の実態 の教材の 有 及び の 子デ タの 有 特別支

援学校（視覚障害） 体として た 必 しも高 なか たが の教材

子デ タを 有して る特別支援学校（視覚障害）もある な とも の 子

デ タに て 自校にな 教材が 校にあり 校にな ものが自校にあると

校が のデ タを し 特別支援学校（視覚障害） 共有

る にして ことが 特別支援学校（視覚障害） 体としての教材の充実

に ながるものと る  

３ 視覚障害教育における教材・教具及び の活用に て 特 の教材・教具

及び の活用が進 な 理由として にも た に 教 が の 用方

活用方 を に らな からと 理由が られるが 研究成果報 書

れて る な 成 DAISY 教材 iPad 等に関する 用方 活用方

の情報が特別支援学校（視覚障害）にお て に られることが重要 ある こ

の な特 の教材 に関する情報も 特別支援学校（視覚障害） 共有す

情報として 重要なもの あると る

成 の活  

１ 特別支援学校（視覚障害）にお て どの な教材・教具及び を

て か の 等を て 検討する の として活用 る

２ 教材・教具及び の活用方 とり け ICT に る活用方 に て 教

材・教具及び に関する情報と 活用の具体 を ることが る  
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研究成果報告書サマリー（Ｈ２５- -０４） 

［専門研究 ］ 

特別支援学校（ ）の A の に関する研究 

- 学校 の支援  - 

（平成２４年度～２５年度） 

 
研究 者  夫 

 

 

研究 特別支援学校（肢体不自由）の専門 にお て て重要な

を る AT（Assistive Technology 支援  AT と ）と ICT
（Information and Communication Technology 情報通  ICT と

）の活用に関する と課 に て 特別支援学校（肢体不自由）を対 と

した から把握し 整理・ した こ らかとな た課 の を るた

の 方と実 を した あ て AT・ICT 活用の促進を るた の学校の

を把握するた の ルとして 支援 （AT）活用の自 ク －特別

支援学校（肢体不自由） を 発した らに 特別支援学校のセンタ を

活用した小・中学校 の肢体不自由のある児童生徒への AT・ICT 活用の と課

に て 果と実 り 究した

 研究 特に AT の中 も e-AT（electronic and information technology 
based Assistive Technology 子情報通 を にした支援 e-AT
と ）と ばれる ICT の役割を重視することとした した理由 り にあ

る に AT・ICT と して る  

 

ー ー  

肢体不自由 支援 （AT） 情報通 （ ） センタ  
 

 成２６ ８  

立 立特別支援教育 研究  

National Institute of Special Needs Education

－37－



（ ２５ Ｂ ４）専門研究Ｂ 特別支援学校（肢体不自由）のＡＴ・ＩＣＴ活用の促進に関する研究－小・中学校等

への支援を目指して－ （ 成２４ ２５ ）  

38 

・目  

特別支援教育 とり け肢体不自由教育にお て これ も児童生徒の な

実態に じての AT・ICT 活用 て重要なものとしてとら られて た 特別

支援学校（肢体不自由） の AT・ICT 活用 専門 を有する特 の教 の有

に することな な に る の促進が られて る らに

にお て 特別支援学校（肢体不自由）における AT・ICT 活用の セン

タ が発 れる中 活か れることが れる 研究 のことを

目 とした

（１） 特別支援学校（肢体不自由）の AT・ICT 活用の と課 を整理し た

AT・ICT を活用したセンタ の を把握する

（２） 特別支援学校（肢体不自由）における AT・ICT 活用の専門 を高 る

な に て検討し 有効と れる実 を する

（３） 小・中学校等に在籍する肢体不自由のある児童生徒への AT・ICT を活用した

指導・支援のた に 特別支援学校（肢体不自由）のセンタ が る

等に て実 の検討を通して らかにする

（ ） 等に る研究 

・肢体不自由のある児童生徒への AT・ICT 活用に関する を し する

（ ） 特別支援学校（ 体 自 ） の調査 

・ の特別支援学校（肢体不自由）を対 に に り 在校児童生徒への

AT・ICT 活用に ての と課 に関する情報を し 整理・ する

た AT・ICT を活用したセンタ の を把握する

（３） 特別支援学校（ 体 自 ）の教員 の調査 

 ・研究 関 ある特別支援学校（肢体不自由）の教 を対 に に り

自 の AT・ICT 活用 と研 に関する情報を し整理・ する

 ・支援 （AT）活用の自 ク （試 ）の試用をしてもら

目の を検討する

（４） 特別支援学級 の調査 

・特別支援学級（肢体不自由）を し AT・ICT 活用と特別支援学校のセンタ

の活用に関する情報を し整理・ する

（５） 専門 に る協  

・ 肢体不自由のある児童生徒の AT・ICT 活用 及び 特別支援学校（肢体不自由）

のセンタ に て する
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と考  

（ ） 特別支援学校 体 自 の ・ 活 の現状と課題 

特別支援学校（肢体不自由）316 校を対 に 特別支援学校（肢体不自由）にお

ける AT（ICT を ）の活用とセンタ に関する を実施した のこ

とが らかにな た

① ・ 機 の活 状  

イ イ等 VOCA 等 ン タ活用のた の AT・ICT と た

活用 れて る AT・ICT 数 上の学校 数が不 して る

た タブ にお て 試用 あるが の有効 への期

ICT に関して 自体の 発に て の す

が必要となるが 学校にと て 算 からも な対 が な が た

② ・ 活 に関する学校

８割の学校が校 に AT・ICT を 等を して る 校

の中に AT・ICT を 等を して る学校にお て ・

等を１ に して る と 数の ・ 等 して る が

に かれた この AT・ICT に関する業 を１ に 中するか するかに て

れ れの 課 を らに に検討して 必要がある

③ ・ 活 に関する研修 

数の学校が AT・ICT 活用に関する研 を実施して る 研 を実施して

な 学校の がとれな と 理由が も か た 研 の に

て 児童生徒の指導に AT・ICT を活用するた の 方 指導方 に関す

ること を の 作 作などの実習を と 方 実施して るものが

も か た 研 の が し 要 教 の研 （ の

の も ）の 対 とする児童生徒に る AT・ICT 活用の の

に て AT・ICT 活用の専門 を有する教 が な （ な ）ことが

ことが か た

 ・ 活 に関する の機関や専門 との や協  

特別支援学校（肢体不自由）に れて る ICT 支援 ５%とた へ

あることが か た １/３の学校が の 関 専門 との をして

て の する 関 学 研究 関が も が 教育センタ ・

シ ンセンタ 業 IT センタ 高等専門学校など に

たる

 ・ 活 の 進を るた の課題－ と － 

○「 」に る課題 

・教 体の AT・ICT 活用に関する理 が 上すること

・学校 中 となる専門 を有する教 の 育成をすること 
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○「 」に る課題 

・AT ICT の 数が に ること

・AT・ICT 活用に な が整 こと 

○「しく 」に る課題 

・教 の な として AT・ICT の導 から活用 を支援する

・ 等を すること 

・実 に ながる研 を すること 

・ の 関 専門 に る支援 ・ を ること 

（ ） 特別支援学校（ 体 自 ）における ・ 活 の専門性を る

 

① 基 と る考  

AT・ICT 活用 も なの

児童生徒 の 自

に けての な 方を に

し 校 共通理 て ること

ある した 方を とし

て

ク 研 校 への支援

と が に こと

児童生徒の AT・ICT 活用が に促

進 れると る（ １）  
② 実践  

・ な を充実 た     

－ AT ライブラ 学校 

・ な に対 した研 の － な研 高

学校 

・児童生徒の に る実 を する － i
高 学校 

・ 支援体 を充実 た － AT ら 学校 

・ と研 を に した 中 特別支援学校 

・児童生徒の 別の を に す 上 特別支援学校 

③ 支援 （ ）活 の自 －特別支援学校（ 体 自 ） － 

学校が AT 活用に けた を自 る ルを 発した QIAT
自 ク Quality Indicators for Assistive Technology Services with 
QIAT Self-Evaluation Matrices （The QIAT Consortium Revised, 2005 を に

 特別支援学校 体 自 における

・ 活

的な考 会参 と自立

取組状
自 評価

・ 活用 のための

・
教
職
員
全
体
の
理
解

・
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
（中
核
と
な
る
教
員
）

・
部
署
（
役
割
の
明
確
化
）

ー
研修 校内

の
支援

・
機
器
の
整
備

・
指
導
計
画

・
ガ
イ
ド
や
マ
ニ
ュ
ア
ル

・
外
部
機
関
（大
学
、
Ｉ
Ｔ
セ
ン
タ
ー
等
）

・
校
内
部
署
間
の
連
携
・
協
働

・
ニ
ー
ズ
と
目
的
を
明
確
化

・
活
用
型
、
演
習
を
伴
う
内
容

・
授
業
研
究
に
つ
な
げ
る

・
相
談
と
支
援
（導
入
か
ら
活
用
ま
で
）

・
機
器
の
貸
し
出
し

生徒の
・ 活用
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研究 をしながら の 25 の指 整理し 指 とに５

の を けた（ ２）  

（３） 特別支援学校（ 体 自 ）における ・ 活 を生 した ー 機

の  

① 小・中学校等 の  

小・中学校等からの 校 体の 89%が て た を 具

体 な指導・支援に関するものが られて ると られた  
② ー 機 推進上の課題 

センタ を り 進するた の課 に て な障害に対 する

教 の専門 を すること 183 校（ 校の 89%） の に る

た の 材を校 すること 168 校（ 校の 82%） か た  
③ 小・中学校等の教員 の ・ に関する支援 

小・中学校等の教 に た AT・ICT に関する情報 （ 研 の など）

した実 がある学校 76 校（ 校の 33%） あり 割 の学校 れて な

て る学校にお て １）AT・ICT 等関 の研 の ・研 の

２） イ ・教材等の 作 習 ３） ア 等の ４）児童生徒に

じた実 の 方・指導方 ５）特別支援学校への に る実 の 子の

６） の し し等の があることが らかにな た  
 

 実践  

特別支援学級への ・支援の を２ した  

 支援 （ ）活 の自 －特別支援学校（ 体 自 ） －の

と 指標 

支援 の ー の  

１ の対  ２ の  ３ の検討の視  ４ の検討に必要

な 等の整

別の指導 等の活  

１ AT 用のた のアセ ン の進 方 ２ アセ ン 果の指導 等への

３ 活用のた の情報の指導 等への  ４ AT 活用に ての との共通理

支援 の実施 

１ 指導に ての教 の共通理  ２ の整  ３ 指導 の 整

支援 の 性の  

１ AT 活用の 成  ２ における  ３ と の

支援 の  

１ ア  ２ の活用 の把握 ３ の  ４ の

支援 の と  

１ 用のた のガイドライン ２ る

研修・ 育成 

１ 研 の  ２ 活用のた の への理  ３ ンの ・育成

４ の活用 ５ 必要な 算の 上 
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・高 における 高 高 学校・ 小学校・

中学校 
・ における 特別支援学校 

 

考  

（ ） 特別支援学校（ 体 自 ）における ・ 活 の専門性を る

 

専門 の 上 材育成と に関する課 られた AT・ICT を効

果 に したり 用したりすると に関する課 に対 するた に

等の 活用 校 研 と た し に関する に り ことが重要 あ

る 学校の な が 進 れる上 有効と れる ルとして 教 の

AT・ICT 活用に関する自 と研 と 支援 （AT）活用の自

ク －特別支援学校（肢体不自由） － を作成した 研究 関 の

試用から これらの ルの有効 と課 が らかにな て た ある

これら２ の ルを り の特別支援学校 用してもら 指 の

活用方 の などに な て ことが課 ある 特に 支援 （AT）活用

の自 ク －特別支援学校（肢体不自由） － の の通り特別支

援学校（肢体不自由） の活用を して 発した この自 ク を に

の障害 を対 とした ジ ンの 発へと発 ることも の課 ある

（ ） 小・中学校等に在籍する 体 自 の る児童生徒 の ・ を活 した

指導・支援のた の特別支援学校（ 体 自 ）の ー 機  

特別支援学校（肢体不自由） からのセンタ の を たことと

２ の における特別支援学級への ・支援の 検討をした AT・ICT 活用の

特別支援学校（肢体不自由）の専門 としてセンタ 活用し る専

門 あること られた らに 実 を し の効果を発

すること 特別支援学校と小・中学校との ながりを る化 して こと

が必要 ある した実 の 上 の中から な 支援 の重要

が れること 支援のた の 算 活用 る AT・ICT の整 な

どの充実が られることも必要 ある  

成 の活  

・特別支援学校（肢体不自由）を対 とした の の に て ATAC ン

ン （2012）及び 教育情報学 （2013）にお て発 した

・ 特 教育学 50 （ 学）・ 51 （ 学）にお て自主シン

ジ と タ 発 研究課 の に て した

－42－



                      43            研究代表者：

【結果から】②

指導内容とその相互関係
＜ ークショ

や

の

集

現する る する わかる

ー
とかかわる

人

ー

言語障 教育研究 研究

と の とする に する の指導の に関する研究

の の と指導の の

【目 的】

・「こと の遅れ」を とする ど は、「こと の教 」（言語障 通 指導教 ・

特別支援学 ）の 割を める。

・ ど の実態は多様であり、指導内 には 理されていない。

・ 研究は、こと の遅れを とする ど の実態や指導内 を、 的視点で、

理するとと に、早期からの支援について検討することを目的とした。

【方 法】

研究

実 調査

の

からの の
に関する

の実態や
の

７

子
ど
も
の
実
態
の
整
理

指
導
内
容
・
方
法
等
の
整
理

こ
と
ば
の
教
室

の
役
割
の
整
理

【結果から】①

     子どもの実態の背景要因
             事 研究

語 語の 用等

や 大 、 合等

に関係する 等

記 、情報 理、 面の り、 意・

集中や 通しの困難さ等

情緒 者とのかかわりや 理的な安定等

対人 者理解や 者への意識、表現の意欲等

社会性 理解等

その 験の不足や 体的な の遅れ等

【まとめ】

・ 研究は、「こと の教 」の実践を 的視点で検討し、 ど の実態については 項目に、指導内

については 項目（その を ）に 理することができた。

・「 こと の教 」は、 の支援を ・保 ・ 関や ・保育 、小学校と に

連携しており、早期からの一貫した支援の場として重要な役割を果たしていることが らかにな た。

こ した取組は、地域におけるインクルーシ 教育システムの充実に大きく する のと考 られた。

【結果から】③

幼児ことばの教室等の設置や運営形態
実地調査

小学校内に設置

〇〇小学校こと の教 （ ）

〇〇 立 こと の教 （ 教委が ）

〇〇 こと の教 （ が ）

内に設置

  〇〇 こと の

教育 ン ー内設置

言語教

教育的サー スとして小学校教 が指導
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研究成果報告書サマリー（Ｈ２５- -０５） 

［専門研究 ］ 

と の とする に する 

の の 実に関する研究 

の実 の と の 果の  

（平成２４年度～２５年度） 

 
研究 者 保   

 

  

ことばの教 （ 障害通級指導教 及び 障害特別支援学級） 指導を

けて る子どもの３割程 が ことばの遅れ を主訴とする子ども ある ことばの

遅れを主訴とする子どもの実態 あり 指導に して る こ

研究 ことばの遅れを主訴とする子どもの実態を らかにする 指導

・方 を らかにする 早期から支援して る 児ことばの教 等の役割を ら

かにする の３ を目 とし 研究 クシ に る 実

に る と を た の 果 子どもの実態に て 目の

要 が 子どもの実態を整理する視 を た 指導 に て ことば

の教 における指導の要 を８ 目に整理 た 児ことばの教 等に て

の 子 と し 学 を して支援する役割が らかに

な た  

 

ー ー  

 ことばの遅れ 発達 障害 ことばの教 児ことばの教  
 
 

 成２６ ８  

立 立特別支援教育 研究  

National Institute of Special Needs Education 
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・目  

ことばの教 障害 ことばの遅れ（ の の発達の

遅れ）のある子どもを対 に指導を て る ことばの教 ことばの遅れを主

訴とする子どもに対し 障害教育が して た を活用した指導を と

に 発達障害教育における学習障害（ ）のある子どもへの指導 シ ル ル

の指導等の を指導に り れて て る しかし 子どもの な実態

をど どの な 指導すれば かなど対 に しており課 が  
ことばの遅れと 早期からの支援が重要な にお て 子どもの実態 指導

・方 を 視 検討し 整理すると に 早期からの支援の に て

を把握 整理する必要があると られる こ 研究 の３ を目 とした  
１ 児ことばの教 ことばの教 に通 て ることばの遅れを主訴する子ども

の実態を らかにする  
２ ことばの遅れを主訴とする子どもに対して 児ことばの教 ことばの教

子どもの成 に てどの な指導 支援が れて るのかを らか

にする  
３ ことばの遅れを主訴とする子どもへの早期からの支援のた に 児ことばの

教 ことばの教 どの な役割を果たして るかを らかにす

る  
 

  

 

研究 目 の

達成のた 研

究を の 児

児童の実態 指導

・方 等を検討した

クシ に

る を

ことばの教

9 から ことばの

遅れを主訴とする子

どもへの指導 ・方

等の を て整 

 

 研究の の  
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 研究の 児・児童 

１．話すことの苦手さがあったＡさん

２．内容は漠然としているが、おしゃべりなＢさん

３．文字を習得することで音韻意識が向上したＣさん

４．たくさんの思いがあるのにもかかわらず、

自分の気持ちや考えをうまくことばにできないＤさん

５．人とのコミュニケーションがうまくいかないＥさん

６．自分のことを認めてほしいＦさん

７．ぴったりはまる伝え方をすれば理解できるＧさん

理 検討した 実 を ことばの遅れを主訴とする子どもへの早期からの支

援の ８教 に て を て整理 検討した の 果を １に した  

た 学校 ・ 障害教育研究 の研究 から こ

とばの遅れに関する指導の実 報 を した  
 

と考  

（ ） と の を とする の実態に いて 

ことばの遅れを主訴とする子どもの実態に

て 主として 研究に て検討し

た 研究 研究 及び研究 関

に し １に す の 児児童を対 と

した ２ の研究期 中に 研究 等を

５ 実施し子どもの実態に て 検討を

た   
研究に て ２に す

整理した これ 具体 な 子どもの

れに対する 教 の と 教 が

した 要 を と こから 教

 における実態の （ の ） 
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の 指導の がかり を ながら 指導 の に る 程 ある  

２の 子どもの 教 の 教 が した 要 の

れも 子どもの実態を して ると られる 研究 に てこれらを

整理した上 特に 要 を することとした 要 を すること

な子どもを る視 が整理 ると たから ある 要 を 整理した

果 次に す 目に することが た  

 

の 用に関する要  

覚 等 に関 する 覚に関する要  

情報 理 の り ・ 中の 通しの

に関する要  

情緒 とのかか り 心理 な に関する要  

対 理 への する に関する要  

理 に関する要  

の の不 体 な発達の遅れ 等 の の要  

 

この に ことばの遅れを主訴とする子どもた の実態の 要 を し こと

ばの遅れを主訴とする子どもの を整理する視 を すことが た  
ことばの遅れ と から に課 がある子どもの を し す し

かし の中に のものに 課 がな があ た れに対して

に て の て 課 があり 情緒も６ 課 があ た ことばの教

の に す ことば のものの 態 け な の にある

情緒 などにも 目して子どもを 支援を て ることが らかにな

た  
 

（ ） と の を とする の指導内容・ に いて 

ことばの遅れを主訴とする子どもへの指導 ・方 に て 主としてことばの

教 との クシ にお て した を して検討した 9
から 2 の指導 ・方 が られ 別に整理した 果 次に す８ 目に

することが た この に て 研究 にお て検討し が

れた  
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する る を る を すなどに関する  
理 する かる を理 する を を理 するなどに

関する  
体の の 不 用 に関する  

中 に関する  
自 有 自 に関する  

とかか る の ン ル とかか る し に関する  
教科学習 教科学習に関する  
の の 習など 

 
上の８ 目の の を 目の 関 に て検討した の 果

を ３に した する る と 理 する かる の２ ことばの遅れ

の指導の中心になるもの に に関 するものとして た 体の

する る に か な もの ある を すこと のものも

体の と ることが るし る に ら 体 な もある

体の する る と重なり ものと た 自

に に が 子どもの活 の となる重要な要 ありここ り上 た て

の 目の にあるものと た もあ り に ること な が 理

する かる た に重要 あり 教科学習 を の となるもの ある

とかか る 上の５ 目と て関 し ており とかか ることを指

３ ー した と の を とする の指導内容 
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9 
 

導するた に この５ 目 てを検討し 指導することが必要 あると られた  

 

（３） と の を とする に する 児 と の教 等の に いて 

子どものことばの遅れに の が の 児期 あり 子ども

に対する支援 早期から れることが重要 ある しかし ことばの遅れを主

訴とする子どもへの早期からの した支援体 に て とに な てお

り に整 れて な がある  

 
研究 成 23 ・ 障害学級及び通級指導教 にお

てことばの遅れを主訴とする 児の指導を て る８教 （ ２）を し の

実態に て を実施した  
ことばの遅れを主訴とする 児に対する支援の があること 早期から支援が

る 次 障害を ことが る 支援が るなどの が られた 特に

小学校との の教 小学校 が 児期から子どもの実態を ることが

した支援を ことが て た た 児ことばの教 子

関と をしたり からの にも対 したりするなど の支援シ に

た を て る 児のことばの教 ことばの遅れを主訴とする子ども

た の早期からの した支援が実 する上 重要な役割を果たして ると  
 

考  

研究 ことばの遅れを主訴とする子どもの実態 指導 ・方 に て

研究 クシ に る 等を通して らかにした 子どもの実態に

て 情緒 対 の の

の 目 整理 ることを した た 指導 ・方 に て する 

る 理 する かる 体の 自 とかか

 設  児担当者  

Ａ    Ａ  

Ｂ  小学校のことばの教 に  Ｂ 教育  

Ｃ  小学校のことばの教 に  Ｃ 教育  

 小学校のことばの教 に  （ 進課） 

 小学校のことばの教 に  （こども育成 課） 

 小学校のことばの教 に  ことばの教 の  

 教育センタ  教育  

 小学校ことばの教  小学校ことばの教 （教育 ）

 実地調査を た 児 と の教 等 の指導の  
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（ ２５ Ｂ ５）専門研究Ｂ ことばの遅れを主訴とする子どもに対する早期からの指導の充実に関する研究 

－子どもの実態の整理と指導の効果の検討－ （ 成２４ ２５ ）  

 
 

る 教科学習 の の８ 目 整理 ることを した  
ことばの教 し も 障害教育の に発達障害教育の視 を な

がら ことばの遅れを主訴とする子どもた に指導を て た 研究の

した実 を 視 整理することが たと る  
児ことばの教 児の支援を 関 関 学 の小学校と

に しており ことばの遅れを主訴とする子ども の早期からの した支

援の として重要な役割を果たして ることが らかにな た こ した

のインクル シブ教育シ 充実に するものと る  

 

成 の活  

・ 研究 の専門研 における 習 及びブ ク の研究 等

における研 にお て 研究 整理した を活用する  

・ 学校 ・ 障害教育研究 の 及び 校を通じ

て 研究成果報 書を し ことばの教 を する 生方に活用して た

 

・ 児とことばの教 の実態等に て インクル シブ教育シ における

早期からの支援の として 施 に る  

・ 研究の 成 2 学校 ・ 障害教育研究

にお て研究 に り発 した  
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